
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

0
・:町
民
待
望
山

ω
空
気
銃
や
ワ
ナ
に
よ
る
密

大
村
空
港
が
い
よ
い

猟
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

よ

十

七

日

の

。

空

ω
無
許
可
で
メ
ジ
ロ

の
捕
狼

潜

聞
き
。
で
発
足
し

飼
需
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

ま

し

た

。

永

年

の

労

一
メ
ジ
ロ
そ
の
他
の
採
烏
を
飼
養

苦

が
と
と
に
実
っ
た

百
日
咳

・
ジ

フ

十

ず

る

場

合
は
県
州
事
の
許
可
が

わ

け

で

す

。

テ
リ
ア

(混
合
)

一
い
り
ま
す
の
で
、
一
羽
に
つ
き
一

O
:当
市
で
は
乙
の
地
一
帯
に

予
防
磁
閣
の
第
三

一
百
五

r円
の
手
数
料
を
添
え
て
一
h
q

平
和
産
業
の
誘
致
。
を
計
画
し

回

を

つ

ぎ

の

と

お

-

県

林

務

課

(
市
農
林
課鉱山
由
)
一
ま
し
た
。
ま
ず
、

手
は
じ
め
に
、

り
実
施
し
ま
す
の
一
五
月
十
日
か
ら
十
六
日
ま
で
全
一

県
で
は
こ
の
運
動
の
一
環
と
し一

へ
届
出
て
く
だ
さ
い
。
一
乙
の
地

T
フ
ル
に
活
か
す
。
と

で
第
二
回
絡
了
者

一国
的
に
パ

l
ド
・
ウ
ィ
ー
ク

(愛一

て
つ
ぎ
の
方
法
で
学
校
児
童
生
徒
一

ω
野
鳥
の
ヒ
ナ
、
卵
の
捕
獲
一い

つ
だ
構
掴
の
も
と
に
、

県
に
協

は
お
忘
れ
な
く
接

一烏
週
間
)
運
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
一
巻
対
象
に、

愛
鳥
作
品
コ
ン
ク
1
一
や
採
取
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
一
力
し
て
o
民
間
空
港
。
の
誘
致
に

い
よ
い
よ
赤
痢
、
痛
の
流
行
一会

議

食
べ
物
の
衛
生

命

れ

川

の

使

用

場

合
が

見

受

け

ら

れ

ま

す

が

、

種

し

て

く

だ

さ

い

下

、

室

長

運

動

の

趣

旨

が

徹

一

ル

等
を
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
多
一
乙
れ
か
ら
地
方
に
よ
っ
て
は
メ
一
護
憲
け
た
の
で
す
。
そ
し
て

l
ズ
ン
と
な
り
、
在
宅
で
一

家

水
、
氷
菓
子

な

ど

流

れ

川

の

水

の

乙

れ

は

か

え

っ

て

ひ

ろ

が

る

百

一

十

円

と
母
子
手
帳
一
底
し
て
青
少
年
の
空
気
銃
使
用
ゃ
五
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。
一

言

、
ウ
グ
イ
ス
、

言

、
コ
一
事
、

幾
多
の
附
言
克
服
し
て

も
集
団
発
生
完
て
お
り
ま
す
。一

に
は
注
意
し
、

生
水
は
な
る
べ
一

の
集
団
発
生
が
多
く
見
ら
れ
ま
一
因
と
な
っ
て
い
ま

す

の

で

、

下

を

必

ず

ご

持

参

く

だ

さ

い

。

一
無
許
可
の
メ
ゾ
ロ
、
言
、
コ
ジ

一

愛

鳥

作

品

コ

ン

ク

ー

ル

一

三

ケ
イ
な
ど
討
を
と
る
と

一
完
成
し
た
の
で
す。

お

詩

作

品

訪

問

吐

い
認
可
い
よ
う
に
い
た
し
ま
一
軒
で
み

刊

誌

尚

一

軒

詰

は

す

ぐ

医

師

の

豆

月

二
士
ニ
二
十
四
日
長
崎一

実
施
時
間
H
午
後
一
千
三

時
一
れ
わ
れ
れ
町
内
向
日
即
時
一

マ
募
集
種
目
、
資
格

一

位

H
uru
m一に

ρ
U
H
A持

得
老
実
行
し
て
買
の
宮

守

り

一

①
果
物
は
未
熟
な
も
の
は
さ
げ
一
ょ
う
「
し
れ
し
よ

う。

一
ム
家

屋
内

外

の

清

民

自

ど

一

投

票

用

紙

の

色

分

け

…

て
ロま
し
た
の

一

①

県

箱
高
等
学
校
、
中
学
一
意
レ
て
く
だ
さ
い
。

一ピ
l
足
し
た
喜
に
も
似
た
旅

ま
し
ょ
う
。

7
Tもの
を
食
べ
ま
し
ょ
う
一

ム
飲
食
物
の
察

一

の

駆

除

…

j
j
j
;
j
j

一

一
費
烏
思
侶
の
普
及
は
何
と
い
っ
一塁

徒

一

(農
林
課
)
一

客
機
が
飛
ぶ
の
で
す
。
福
岡
ま
で

心
目
守

一

①
魚
町
類
そ
の
他
乳
製
品
は

閣
一

飲
食
物
の
棄

を

し

て

い

る

盾

一

特

て

守

訴

し

場

一

挙

一

一
て
も
純
心
な
少
年
時
代
に
培
わ
な
一
⑨

建

ポ
ス
タ

ー

中
学
校
一

1

1

1

1

1

一三
十
五
分
、
大
阪
ま
で
四
時
間
東

九
一
一
間
予
防
J
f

一
芸

能

福

山

山

一

出

火
山

日

目

立

訂

正

一

時

品

開

同

汁

同

は

黒

一

一

説

明

は

あ

が

ら

な

い

と

思

一

小

田

一

目
立

日
一

続

器

開

設

一
三

時

計

百

の

持

関

訪

日

純

一ム
軒

目

的

。

一

マ

衛

生
的

に

処

理

し

ま

し

ょ

一

俳

句

詳

し

れ

γ
プ

材

全

国

区

は

赤

一

一に

持

作

昨

日

昭

一

一

ま

で

県

林
務
課

へ

一

時

計

一一
軒

軒

下

諮

問

れ

純

白

川

F

つ
前
、
用
便
後
、
急
か
員

一
井
一
戸
は
お
互
い
に
清
潔
に
保
持
一ム
早
期
受
診
の
励
行

一

め
ま
し
ょ
う
。

…

;
j
j
i
i
;

…
一
す
が
、
乙
の
運
動
は
週
間
中
だ
け
一

盆

烏

の

飼

養

一跡
)
へ
移
転
し
ま
し
た
。

有

用
増
に
よ
っ
て
は

O
C
3
型

っ
た
と
き
は
必
ず
手
洗
い
章
一

し

、

努
力
ル
孝

入
れ
て
消
一
最
近
抗
生
物
質
を
使
用
し
て

病

一

(

保
険
衛
星
課
)

一

ま

ち

が

わ

な

い

よ

う

に

し

て

く

だ

さ

、

…

一で
な
く
、
常
日
ご
ろ
か
ら
震

心
一

は

許

可

を

一電
話
番
号
は

一
三
丈
乗
り
に
切
替
え
る
乙
と
に

行
し
ま
し
ょ
う
。

一

審

し
ま
し

ょ

う

。

一

筆

一
時
的
に
お
さ
え
て
い
る
一

L
一

一委
っ
と
と
が
必

要

で

す

。

一

震

運

動

を
機
会
に
つ
ぎ
の
と
一
庶
務
班
③
六
一
一
一
一
一
一
な
っ
て
い
ま
す。

£・
宅
S-号

E
Z
E
E
-
-
2
2・宅
三
宅

5
3・苦
手
主
4
-
z
F圭

-dFip--ar
一
業
務
班

②
六
二
四
ニ
で
す
。

一

0
・
:
旅
費
は
大
村
l
福
阿
間

一
一
定
様
式
の
証
明
書
の
提
出
な
ど

一

一

時

ま

で

一

両
院
は
、
お
の
お
の
会
議
を
別
一
に
異
っ
て
お
り
ま
す
。

一
定
数

参
議
院
の
定
数
は
、
二

一

(

庶
務
課
)
一
(大
料
発
十
一一
時
四
十
件
福
岡
着

鰐

て

投

宙

一

が

で

き

な

い

人

は

一

必

室

長

の

手
続
き
が
い
り

一

不

在

者

投

票

の

取

扱

一

ω不
在
者
投
票
用
紙
等
の

禁

一個
に
開
い
て
独
立
し
た
議
決
を
お
一
と
れ
は
、
衆
議
院
と
は
別
個
の

一

百

五

五

、
そ
の
内
全
国
選
一

I
l
l
i-

-

一十
四
時
卜
五
分
)
が
約
三
十
五
分

一ま
す
が
、

そ
れ
ほ
ど
面
倒
な
も
の

一

ω不
在
者
投
票
の
で
き
る
期
間

一

場
所

一と
な
い
、
そ
の
結
果
が
両
院

一
致
五
度
か
ら
議
員
を
号
、
ま
た
解
一
出
議
員
が
百
人
、

地
方
選
出
議一

コ

百

覇

地

区

の

三

十
五
百
円。

特
二
料
金
と
同
額

こ

ん

な

方

法

て

一

票

を

一

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
せ
づ
か
く
設
一
昭
和
三
十
四
年
五
月
七
日
か
ら
一
大
村
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
一し
て
、
国
会
議

決
が
成
立
す
る
一
散
と
い
う
制
度
も
と
ら
ず
に
、
そ
一
員
が
百
五
十
人
と
な
っ
て
お
り

一
ス

岳

人
た
ち
が
祭
る
金
比
一
と
く
に
新
婚
旅
行
者
は
二
割
、
家

「

一

け
ら
れ
た
制
度
で
す
か
ら
、
わ
か
一
六
月

一
日
ま
で

百
曜
日
一
周

(
大
村
市
役
所
正
門
前
)

一
の
で
あ
り
ま
す
が
、
両
院
議

志

一の
悦
成
に
継
続
性
を
与
え
る
な
ど
一
ま
す
。

一

一

程

羅
神
社
一
時
の
最
観
一族
同
伴
は
三
割
引
と
い
う
大
サ
1

六
月
二
日
は
参
議
瞬
間
員
全
国
一

3

病
気
、

負
傷
、
妊
娠
、
不
一ら
な
い
点
は
選
挙
管
理

責

会

事

一

雲

む
。
)

一

菜
、
く
わ
し
い
乙
と
は
選
挙一

が
一

致
し
な
い
と
い
う
特
別
な
場
一
専
門
的
、

(第211号)
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思うように曲るから適当な形 に曲げ
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( 5月下旬号)

手

洗

い

の

励

行

て

赤

痢

追

放

漁
肉
‘

乳
製
品
は
調
理
に
注
意

市
で
開
か
れ
る
第
十
二
回
畏
崎
県

民
体
育
祭
に
、
野
球
な
ど
十
四
種

目
に
わ
た
り
大
村
巾
代
表
選
手
約

三
百
余
名
が
参
加
、
活
臨
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

(市
教
委
)

の
活
躍
を
期
待

愛
烏
心
を
養
い
、
ま
し
ょ
う

り大 村 市 政 だ よ(毎月 lA，10日.20日.発行)昭和34年 5月初日
(昭和33~.4月 22 日第三種郵便物認可)

一1

1

:

投
票
日
に
サ
イ
レ

の

ン
ー'

懸
体
に
市
代
表

作
品
コ

ー

ー

ン
ク
ー
ル
な
ど
実
施

。
不

在

投

票

の
で
き
る
現
出

午
前
七
時

(
投
票
開
始
)

ー

大
村
市
外
に
お
い
て
職
務

ま
た
は
業
務
に
従
事
中
で
あ

る
と
き
。

2

や
む
を
得
な
い
用
務
ま
に

は
事
故
の
た
め
、
大
村
市
外

に
旅
行
ま
た
は
滞
在
中
で
あ

お
と
ぎ
。

---6月2日

(市
選
管
)

分

間

吹

鳴

カ
火
災
と
お
ま
ち
が
い
に
な
ら
ぬ
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

j

十
回
喜
一
層
D
会
長
1
・
5
月
辺
白
か
ら
各
地
区
で
計
量
器
の
検
査
を
行
い
ま
す
。
商
取
引
な

εに
使
う
計
量
器
は
必
十
最
寄
り
の
場
所
で
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

(一)



(ニ)

せ
、
福
岡
を
午
後
帯
時
ゴ
干
分
出
一
子
(
大
村
)
さ
ん
の
三
雄
か
ら
そ
一
に
託
し
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
烹
換
を
絡
一
エ
ン
ジ
ン
が
音
も
粧
や
か
に
、
雨

発
、
午
後
一

時
大
村
上
空
巷
旋
回
一
れ
ぞ
れ
花
取
が
贈
ら
れ
た
あ
と
、
一
始
喜
び
の
う
ち
に
終
り
ま
し
た
。
一
を
つ
い
て
午
後
五
時
福
岡
へ
向
い

し
な
が
ら
銀
翼
の
勇
盗
を
新
装
な
一
室
原
機
長
か
ら
東
京
都
知
事
、
大
一

・

一用
地
式
の
一
日
を
無
事
終
え
ま
し

に

っ

た

滑

走
路
に
滑
り
込
ま
せ
、
沢
一
阪
府
知
事
、
福
岡
市
長
、
福
岡
市
一
と
の
あ
と
招
待
者
か
ら
百
二
十
一
た
。

一

一名
を
抽
せ
ん
し
て
四
回
に
分
け
て
一

か

山

の

観

衆

の

出

迎

え

の

歓

呼

重

一

商

工

会
議
所

会

頭

ら

か

ら

託

さ

れ

一

一

十

八

日

か

ら

は

福

岡

J
大
村
間

け
な
が
ら
タ
ー
ミ
ナ
ル
ピ
誌
に
一
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
大
村
市
長
に
手
一佐
保
、
畏
崎
上
空
ま
で
招
待
飛
一
を
一
日
一
往
復
全
日
本
空
輸
の

怜

大

村

市

民

は

も

ち

え

長
崎
県
民
霊

祭
一
一
種
大
村
空
港
開
港
昔
、
五
月
十
一
そ
の
巨
体
を
現
む
し
ま
し
た
。
一
渡
さ
れ
ま
し
た
。
一
言
行
い
、
ま
た
霊
航
空
、
富
一
デ
・
ハ
ピ
ラ
ン
ド
・
へ
ロ
ン
型

膚

t
日
午
前
十
一
時
雪
崩
上
保
安
庁
ヘ
リ
ポ
ー
ト
格
納
庫
で
運
輸
省
整
局
長
(
亀
)
一

処
女
飛
行
者
終
え
た
機
長
、
ス
一
つ
つ
い
て
長
崎
県
知
事
、
立
市
空
は
遊
覧
飛
行
者
行
い
ま
し
一
十
五
人
乗
り
が
就
航
し
て
い
ま

吐

佐

藤

長

話

事

、

青

同
県
議
会
議
長
、
大
村
空
港
タ
l
ミ
ナ
ル
ピ
ル
関
係
者
、
地

一チ
ュ
ー

ナ

ス
、
乗
客
代
表
に
対
一
佐
世
保
、
大
村
の
三
市
長
と
長
崎

づ

一

す

。

音

元

か

ら

大

村

市

長
、
森
市
議
会
議
長
、
田
野
商
工
会
議
所
会
頭
、
そ
の
他
県
内
舛
の
知

τ、
藤
田
翻
代
子
(
長
崎
)
、
大

県
同
工
会
議
所
連
合
会
か
ら
の
メ
-

大

村

季

語

は

午

後

五

時

渋

一

(

商

工

水

産

課

)

の

名

古

約

五

百

名

が

出

席

し

て

盛

大

に

聞

か

れ

ま

し

た

。

一

・

ン

い

よ

い

よ

大

村

市

は
大
村
空
港

ω開
地
に
よ
り
西
の
空
の
玄
関
と
し
て
、

産
業

、

交

一

一

祭

詞

朗

読
が
あ
り
、
祭
主
大
村
支
一
三
浦
日
泊
公
民
舘
で
/

ジ
通
の
震
と
し
て
発
展
す
る
と
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

一

雨

に

け

む

る

慰

霊

祭

一

部

長

の
切
々
た
る
慰
霊
の
と
と
は
一
無
料
法
律
相
談
所
開
設

一

一
が
捧
げ
ら
れ
た
あ
と
各
界
代
表
者
一

ン
と
の
骨
は
降
り
つ
づ
く
小
雨
を
つ
い
て
一
般
参
観
者
も
多
数
つ
め
か
ァ
、
空
港
開
き
一

一

一

一

大

村

裁

判

所

、

弁

護

士

会

、

大

』

↓

長
崎
県
州
国
慰
鍛
奉
賛
会
大
村
一
支
部
長
大
村
市
長
、
来
賓
と
し
て
一
に
よ
っ
て
玉
串
が
奉
典
さ
れ
ま
し
一

エ
に
ふ
さ
わ
し
い
に
ぎ
わ
い
を
呈
し
ま
し
た
。

一

一

一

一

村

調

停

協

会

合

同

で

六

月

一
日
午

一市
支
部
主
催
の
春
の
慰
霊
祭
は
五
一
県
奉
賛
会
長
代
理
山
田
県
世
話
課
一

た

。

一

一

一

一

一

一
後
一
時
か
ら
同
四
時
ま
で
三
浦
日

戸

式

は

運

輸

省

航

一

市

長
の
あ
い
さ
つ
に
つ
い
で
森
田
一
ひ
き
つ
づ
き
大
村
空
港
タ
i
ミ
一月
十
五
H
午
前
十一

時
か
ら
三
城
一長
を
は
じ
め
市
内
各
界
の
代
表
者

一
乙
の
あ
と
大
村
支
部
長
の
あ
二

一

一

一

一

一

し
一
泊
公
民
舘
で
無
料
法
俸
相
談
所
を

公

1

空
局
長
代
理
今
井
一県
議
会
議
長
、
全
日
本
航
空
事
業
一
ナ
ル
ピ
ル
完
工
式
、
大
村

t福
岡一

の
長
崎
県
忠
霊
塔
で
神
仏
式
合
同
一ら
が
多
数
寄
列、

定
刻
、
宗
教
連
一さ
つ
、
遺
肢
を
代
表
し
て
田
慣
例
越
一

一

一

一

一

一

一

聞

き

ま

す

。

相

知

管

理

局

長

ω式
辞
一
連
合
会
長
ら
来
賓
の
お
祝
い
の
と
一
間
定
期
航
空
路
線
開
通
式
が
行
わ
一で
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
乙
の
日
一
盟
十ヘ村
支
部
の
聖
職
者
が
入
場
、
一
族
会
長
の
お
礼
の
と
と
ば
が
あ
っ

一

一

一

一

一

一

一

主
と
し
て
家
事
、
金
銭
貸
借
、

女

に
は
じ
ま
り
工
事
一
と
は
の
あ
と
各
界
か
ら
寄
せ
ら
れ
一
れ
、
そ
の
あ
と
開
港
祝
賀
会
話

扇
か
ら
降
り
つ
づ
く
小
雨
の
な
か
一宮

大

村
部
隊
の
ラ
ッ
パ
吹
奏
で
一て
厳
粛
な
な
か
に
も
盛
大
に
芝
一
土
地
建
物
関
係
で
あ
り
ま
す
。

一
色
報
告
が
あ
り
、
竺
た
祝
筒
披
露
が
あ
っ
て
式
を
閉
じ

τAFれ
ま
し
た

。

一

に
戦
残
者
遺
族
五
百
余
名、

祭
主

一国
一政
が
掲
揚
さ
れ
ま
し
た
。

商

量

し

た

。

一

ど
利
用
く
だ
さ
い
。

A
J

藤
県
知
事
、
大
村
一ま
し
た
。

一
定
期
航
空
路
大
村
線
第
一
便
D
一
長
崎
県
刑
国
慰
霊
古
賀
会
大
村
市
一
つ
つ
い
て
修
抜
、
の
り
と
実
上一

(
福
祉
事
務

所

)

一

(

長

崎

地
裁
大
村
支
部
)

一
月

一
日
か
ら
施
行
に
な
っ
た
新
自
民
健
観
保
険
法
の
規
定
に
よ

一
と
の
場
合、

一部
負
担
金
の
ほ
一
替
え
て
支
払
っ
て
お
き
、
猶
予
さ

一担
金
減
免
申
請
書
巻
提
出
し
て
く

一

一

O
四
二
番

田
八
畝
歩

り
一
部
負
担
金
の
取
扱
い
が
、
つ
ぎ
の
と
お
り
に
な
り
ま
し
た
の
で

一
か
に
滞
納
処
分

理

袋

詰

笠
れ
た
額
は
猶
予
期
間
内
に
市
へ
納
一だ
さ
い
。

一

公

売

お

知

ら

せ

一⑨
番
郷
字
三
日
月
二
、
五
二
九

と
の
趣
旨
を
ど
理
解
の
う
え
と
協
力
願
い
ま
す
。

一望

負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

一
入
す
き

と
に
な
り
手
。

一

市
長
は
減
免
の
必
要
が
あ
る
と

一勾

目

安

日

土

地

な

ど

一

審

決

原

野

一一
反
一
畝
二
十

'

一

乙

と
と
な
り
ま
す
の
で
、
注
意
し
一

1
麗
災
、
風
水
害
、
火
災
、
そ
の

一認
め
る
と
き
は
、

一
部

重

金

全

2

2

一

、
歩

一て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
歯
科
診

一

一

一

一

一
ノ
主

一
、
一
部
負
担
金
の

一療
の
ほ
て
っ
、
入
院
時
の
給
食
、
寝一

て
く
だ
さ
い
・

一

佃
と
れ
ら
に
類
す
る
災
害
に
よ

一番

レ、

ま
た
は
そ
の
支
払
い
を
一
事
並
び
に
国
民
健
康
保
険
料
一
審
代
郷
字
平
の
前
一
、

三
ハ
0

1
1
f
t
市
立
翌
日
明
日
一
:一川一
1
1
j
一計
起
訴
γ

一免許
ー
日
時
計
十
持
い
れ
ば
謀
長
一
白
昔
話
番
の
イ

t
一一

国

民
健

一U
い
o

b

J

一

徴

収

猶

予

の

制

度

一
受
け
た
と
き
。

五
免
さ
れ
た
語
負
担
金
を
医
者

一受
希
望
者
は
当
日
定
刻
ま
で
印
鑑
一
回
一
畝
十
三
歩
外
二
歩

韓

同

一一

康

保

険

で

一

一

・

一
2
平
ば
っ
、
冷
害
、
凍
霜
害
等
に
一
へ
支
払
う
必
要
は
な
く
、
市
が
支
一
持
参
の
う
え
と
案

く
だ
さ
い
。
一

⑤
フ
郷
字
掲
ノ
尾
五
O
九
番

料

ヘ

医

者

か

ら

一

徴

牧

猶

予

や

減

免

も

一

よ
り
農
作
物
の
不
作、

索

、
一払
う
と
と
に
な
り
手
。

一ム
公
売
喜

一
般
競
争
入
札
一
畑
三

待
望
の
穴
村
空
港
援
足

産
業
・
交
通
の
要
衝
と
し
て
発
展
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⑪
溝
陸
郷
宇
久
保
田
五
O
五
番

回
七
畝
二
十
五
歩

⑫
今
村
郷
字
鳩
宗
一

、
九
式
四
番

に
瀞
を
掘
り
速
効
性
の
窒
素
肥
料

を
軍
点
に
施
用
し
て
春
夏
枝
の
伸

胡
瓜
ベ
ト
病
は
胡
瓜
の
成
育
一
長
を
促
し
ま
す
。

甘
藷
五
月
い
っ
ぱ
い
が
甘
藷
一孝
一
目
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
初
期
一
題
、
芽
か
き
日
幼
木

2
7

楢
付
の
適
期
で
ま
遅
れ
て
も
六

一の
発
露
除
を
怠
る
と
、
枯
れ
上

τ一一
年
生
)
は
全
部
つ
ぼ
み
を
つ
み

月
上
旬
ま
で
絡
を
と
が
増
収
の
り
が
早
く
、
査
は
半
減
し
ま
す
一
四

t
五
年
生
以
上
の
若
木
で
も
、

大
き
な
条
件
で
す
。
ま
た
植
付
本
一
の
で
特
に
注
意
し
ま
す
。
果
実
が
一
主
枝
、
亜
主
枝
の
上
部
の
も
の
は

き

一
0
ア
ー
ル
当
り
五
千
本
前
一室
り
太
り
す
ぎ
た
も
の
震
穫
一
番
ず
る
。
春
に
定
植
し
た
苗
木

後
に
し
ま
す
。
肥
料
は
加
里
の
効一
す
る
と
草
勢
を
い
た
め
ま
す
の
で
一
は
、
新
芽
が
沢
山
伸
び
は
じ
め
ま

果
が
高
い
の
で
、
硫
安
と
同
義
一幾
分
若
取
り
し
ま
す
。
肥
料
切
れ
一
す
の
で
主
枝
に
す
る
健
全
な
芽
を

す
よ
う
に
し
ま
す
。
一
を
起
き
な
い
よ
う
に
追
肥
を
行
い

一一
ニ
ー
四
芽
の
と
し
、
他
は
つ
み
と

一
ま
す
。
多
湿
高
温
期
に
な
り
ま
す
一
り
ま
す
。
幼
木
、
若
木
で
は
枝
の

ト
マ
ト
五
月
中
・
下
旬
か
ら

一の
で
、
敷
わ
ら
、
取
草
し
て
根
を

一先
端
付
近
か
ら
多
数
新
芽
が
発
生

気
温
あ
急
激
に
高
ま
り
、
雨
量
も

一保
護
し
、
ま
た
排
水
霊
く
す
る
一
し
て
き
ま
す
が
、表

、亜
主
枝
の

多
く
な
り
ま
す
。
震
が
発
生
し

一と
と
が
の
ぞ
ま
し
い
。

石

室

阻

害
す
る
上
向
の
芽
は
、

ま
す
の
で
、
ボ
ル
ド
ー
液
、
銅
水

一

一

と

か
く
強
勢
に
な
り
や
す
い
の
で

銀
剤
を
発
病
し
な
い
で
も
未
然
に

一
柑
き
つ

幼
木
若
木
の
管
理

H
一
早
目
に
芽
か
き
し
ま
す
。

散
布
し
て
、
防
止
す
る
と
と
に
つ
一春
に
定
植
し
た
苗
木
や
若
木
に
は

一

(農
業
改
良
普
及
所
)

と
め
、
ま
た
発
病
の
多
い
と
き
は

一根
を
い
た
め
な
い
よ
う
に
、
輪
状
一

回
七
畝
二

十

六

歩

一

③

並

松
郷
字
百
本
松
八
四

五

番

詑

四
の
郷
字
鋭
山
一一
、
一四
九

一

畑
八
畝

二

十

歩

番

原
野
ニ
セ
十
二
歩

ム

国

民

健

康

保

険

料

一①
。
字
植
松
六
四
五
番
の
五

お

野
田
郷
字
石
室

、
四
二
八

一

畑
四
畝
七
歩

，

番
第
二

山
林

一
セ
五
歩

滞

納

分

一⑬
宮
代
郷
字
道
風
一

、
六
六
九
番

。

字
笠
山
一
、
四
七
六
番

一
回
ニ
畝
二

十

四

歩

第

一

山
林
二
セ
二
十

一
歩

マ

公

売

期

目

、

場

所

一一
⑪
今
富
郷
宇
段
一

、
ニ
二
三
番

。

。

一
、
四
七
六
番
第

五

月

二

十

七

日

午

後

一

畑

ニ
畝
二
十
五
歩

ニ

山
林
ニ
セ
十
八
歩

一⑫
四
の
郷
字
柳
原一

、
一
三
三
番

釘

宮
代
郷
下
谷
三
一
二
番

二

時

保

険

衛

生

謀

一一

回
三
畝
十
四

捗

回

六

セ

二

十

一

歩

マ

公

売

物

件

一

⑬
五
の
郷
字
大
堤
一

、
二
ニ
七
番

お

一
の
郷
七

O
、
七
二
の
一二、

一

回
七
畝
五
歩

七
三
の
一
番
家
屋
番
再
同
郷
ニ

①
大
村
市
諏
訪
郷
宇
藤
ノ
川
六
七
一⑬一

の
郷
字
池
の
本
四
五
六
番
第
二
六
番

木
造
瓦
茸
二
階
層
居

七
番
の
第
二
回
ニ
畝
二
十
四
一
二
宅
地
二

二

坪

宅

一
階
十
七
坪

二
階
九
坪
計

歩
外
三
歩
畦
畔

一⑮
二
の
郷
字
久
津
一
一
ニ
O
番
一
一
一
十
六
坪

②
原
口
部
字
槻
山
五
九
O
番
の
六
一

回
六
セ
二
十
七
歩

内

畦
畔
ニ

m
o平
小
川
郷

一
、
七
四
四
番

一
十
七
歩

家
屋
番
号
同
郷
九
四
番
の
一一一

畑
一
反
三
歩

↑一⑮
今
宮
郷
字
川
町
田
八

O
六

番

田

木
造
車
茸
平
家
建
居
宅
一
棟
建

①
五
の
郷
字
卒
原
二
一
四
四
番
第
一一

六
セ
十
三
歩

坪
十
六
坪
九
合

六

山
林
二
畝

歩

一

一
⑪
今
村
郷
字
尾
崎
六
七
三
番
六
七
幻

一
四
四
番
探
屋
番
持
大
村
市

h
q

字
山
手
山
内

て

O
一九一

一
五
番
合
併

畑

一
反
一
ニ
セ
十
八
一

0
0
1五
番
木
造
瓦
葺
平
家

番
山
林
一
畝
十

八

歩

一

一

歩

外

八

歩

畦

昨

倉

庫
一

一周
建
蝉
十
八
坪
六
合
ニ

④
宮
代
郷
宗
十
九
九
七
番
の

二
⑬
荒
瀬
郷
字
詰

六
二
番

イ

田

勺

(

税

務

・

保
険
衛
生
課
)

O

原
野
九
畝
十

一
歩

一

三
セ
二
十
二
歩
外
六
歩
畦
昨

①
久
原
郷
字
前
舟
津
七
一

番

一⑬
梱
泉
川
内
筆

者

泉
川
内
八

宅
地
六
六
坪

一

六

O
番

回
ニ
セ
十
四
歩

⑤
池
田
郷
字
柿
木
原
六
O
番
第

二

@
訊
島
郷
字
北
平
七
五
四
番
の
四

一
畑
三
セ
二
十
四
歩

畑
一幻
五
の
郷
字
六
ケ
宗
て
一
一
一四
一

番

田

八
セ
二
十
六
歩

メ

モ

雨
中
で
あ
散
布
す
る
と
、
そ
の
効

果
は
大
き
い
。

畑
三
畝
十
二
歩

⑦
松
山
郷
字
松
山
六
五
九
番

五
畝
歩

犬

を

捕

獲

大
村
保
健
所
で
は
宋
登
録
犬
を

捕
獲
し
て
い
ま
す
。
登
録
し
て
い

な
い
犬
は
急
い
で
登
録
レ
て
、
狂

犬
病
の
予
防
注
射
巷
受
げ
て
く
だ

さ

い

。

(

保

健

所

)


